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新疆ウイグルに一〇日ほど滞在したが、食
事には大いに満足した。どこへ行っても美味しかったが、その中で特に気が付いたことを以下に記したい。スパゲッティの起源は新疆？
今回、新疆を旅していてほぼ毎日食べてい
たもの、 それが「ラグメン（中国語 は拌面） 」と呼ばれるコシのある手打ち麺に、羊肉などの肉とトマト ニンジン、 たまねぎ、 ナス、 ピーマンなど野菜を炒めたものを け 料理。ウイグル人の食事 定番で誰もが大好きと聞いていたが、これなら日本人でも誰もが美味しいと感じられる食べ物。
ラグメンを食べていて思い出すのはスパゲッ
ティ。最初に出て来た時、まさにこれはスパゲッティの原型ではないか 問い掛けると、同行していたウイグル人の教授が誇らしげに「パゲッティはウイグル人がイタリア人に教えもの」と回答し で興味を持つ。調べてみると俗説としてマルコポールが持ち帰った の話はあるが、一般的に そ 時既にイタリアではスパゲッティを食 とか。
しかし更に調べると「現代のようにソース
とからめて食べるパスタ料理がイタリアに普及しはじめたのは十七世紀のトマトとの出会いがきっ け」 （日本パスタ協会）とあり、新疆北部の各地で、トラックに山積みされた豊富なトマトを見た我々は、やはり現代スパゲッティの故郷は新疆だと言いたくなる。
因みにピザも新疆からイタリアに伝わった
との話も聞いた。ピザの原型は日本のお好み焼きや韓国のチジミだという説もあるそうだが、それはどうだろうか。ピザの台座はナンに非常に近い。
また伊寧市のレストランで食べたアイスク
リームは濃厚でミルク分は少なく、まるでイタリアのジェラートのような味わ があった。ジェラートの起源にも諸説あるが、マルコポーロが中国から持ち帰ったとの話もあるようだ。更にシチリア半島がアラブに支配された時にジェラートが持ち込まれ、その後変化したとの説もあるので、こ 食べ物にも何らかの形で中央アジア、いや新疆も関わ ているかも れない。
新疆は東西貿易の交差点であり、様々な物
品が行き来した。その中には食文化も当然含まれており、美味しい物は必ず流通していたと言うことではな ろうか。食べ物を通じてシルクロードを見ていく も楽しい。
余談ながら、マルコポールは実在しなかっ
たと言う説がある。 「東方見聞録」は、マルコポールのような旅をした数人の見聞を後で編纂して一冊にしたと言うのである。その真偽はさておき、料理や風俗習慣を一 人間が全て持ち帰るのは不可能のよ に思われ、もし数人のマルコポールがいれば、新疆食文化がヨーロッパにも らされた確率もそれだけ上がるのではないだろうか。羊
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ウイグル料理と言えばシシ・カバブー（羊
9肉の串焼き）を先ず思い出す。ウイグル語ではジク・カワープ。ウルムチのレストランで食べたカバブーは肉が非常に柔らかく、そして羊の臭みは全くない、まるで上質 焼き鳥を食べているようであった。臭みは羊が食べる草によるとのことで、新疆では草原で野生の草を食べさせている羊が上等とされている。
伊寧市のウイグル族が多く住む地域の市場
で朝ごはん た。市場で朝捌いたばかりの羊肉を大鍋でぐつぐつ 煮込み、そのコクとうまみのあるスープを飲んだ。こ 美味さは言葉では表現できない。更にそ 肉も食べるとその柔らかさから新鮮さが分かり、羊肉は焼くばかりではないと実感 実 幸せな朝が感じられた。日本人に 羊に抵抗のある人も多いが、一度新疆や内モンゴルでと病み付きになるはず
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我々が新疆を訪問した時期はまさにラマダ
ン、断食月の真っ最中。ラマダンは「日の出から日没まで一切の飲食を断つ」ことで、正統ウイグル料理店では昼間は店を閉め、日没後開店していた。水の一滴も飲めないということはこちらに来て初めて知り、日中は三〇度を超える（トルファン は四〇度を超える）中、その厳しさを実感した。
勿論観光客やイスラム教徒以外のために開
いているレストランはあるが 暑いの ビールでも飲もうとなると、特に地方都市 は探すのが困難。周囲のお客さんに気を遣いながら、日本人の為だけに、お茶を容れる薬缶と同じ物にビールを入れて っ 出してくれた良心的な？店もあったが、お酒好き ラマダンを避けなければならな 。
ラマダン中の食事の仕方は実にユニーク。
我々の普通の食事とはまるで逆の順番で料理が出て来る。先ずはスイカやハミウリ（新疆のメロン）が大量に出る。のど 渇いているうえ、非常に甘くておいしいのでどんどん食べてしまう。次に主食となるラグメンやナンが出る。その後に新疆名物のシシ・カバブが登場。日本 酒飲みからすれば、スイカやしめの麺を食べながらビールを飲むことになり、飲み終わるとカバブーが登場 るとあって、納得がいかない様子。
果物から食べる理由は合理的。日中、飲食
をしていない体に突然肉などを入れるのは危険であり、先ずは水分から そ て 甘い物で胃腸の働きを呼び起こしていくというこ
と。確かにこの方が体によく、生活の知恵が感じられた。食べ物を無駄 しない
コーランの教えに「食べ物を無駄にしない」
があるそうだ。今回の訪問中、何度か日本の「もったいない」精神に強く共感するとの話を聞いた。非常に嬉しく思っ のだが、我々は行く先々で歓迎を受け、食べ切れないほどの料理が出て来て、大量に残す羽目になりコーランの教えに背いてしまう。
途中から食事の量を減らすようにお願いを
したが、新疆では客へのもてな と て、テーブルの上に料理が少ないのは嫌われる のことで、ちょっと難儀することもあった。そんな中、伊寧県では、若い女性政府指導者が我々を大きな実に自然に恵まれた庭 あるレストランに連れて行ってくれた。そして料理は我々の要請通り、極めて簡単に、 かしその代わりに地元で有名な音楽家を招いて、楽器の演奏を聞かせてくれた。
「新疆でお客さんをもてなすのは、食事の
量だけではありません」との言葉は強く印象に残った。そういえばウルムチでも先ずは食事をして、それから強い酒 飲む人は飲み、踊りたい人は皆で踊ると言う場面にも出くわした。政治的には色々と る場所ではあるがその楽しさ、という点 は、中国でもっと開放的かもしれない。
（すがつとむ・コラムニスト／
アジアンウォッチャー）
